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 早稲田にしかない“余白”が、起業家を育てる

　新卒で入行した大手銀行を2年で退職し、
ヒト型ロボットを開発するベンチャー企業
SCHAFTを創業。同社を米グーグルに売
却して世界的な注目を集めた、加藤崇さん。
2015年に渡米し、2社目のFractaも100億
円以上で売却した連続起業家だ。2024年
には、3社目となるRhetoric AI, Inc.を立ち
上げた。開発しているのは、テキスト型の
AI対話ボット「Happier」だ。
　「『Happier』は、ChatGPTのようにユー
ザーからの質問を待つのではなく、ボット
からの自然な問いかけを行うことによって、
学校の悩みや就職、転職な
ど、ユーザーの悩みに心理
サポートを提供できるよう
に設計しています。近年、
政治や社会、学校やSNS
空間から、共感を前提にし
た対話や、正義といった概
念が消滅し、閉塞感が増し
ています。AIの力でユー
ザーの悩みに寄り添いなが
ら、最終的には人間同士が、各々の立場を
超えて対話できる場を再構築したい。それ
が今回の起業の原動力です」
　10代の頃から人間の心理に関心を抱い
ていた加藤さんは、以前から人の悩みを
対話で解決するソフトウエアの開発を模
索してきたという。実装方法を探る中で、
ChatGPTなど生成AIの急速な発展を受け、

「こうした技術を組み合わせることで、イ
メージが形になる」と確信した。
　「母子家庭で育ち、経済的には非常に苦

しかった私ですが、母と姉、3人家族で毎
日楽しく、幸せな日々を送ることができた。
だからこそ、『誰しもが幸せになる権利があ
り、誰しもが幸せになることができる』と、
心の底から信じることができるのです」　
　技術をビジネスへと昇華させるアントレ
プレナーとして、社会変革に挑む加藤さん。
その素養は「早稲田大学の中でこそ培われ
た」と、懐かしそうに学生時代を振り返る。
　「在学当時のキャンパスは、世間の枠組
みにとらわれず、自分の哲学を貫く、個性
的な学生で溢れていました。知的でありな

がら、画一を嫌う反骨。社
会の標準に染まらない“余
白”のようなものが、早稲
田にはあった。この“余白”
が、私に挑戦する勇気と知
恵を与えてくれたのです」
　テクノロジーが世界を席
巻する現代。“アントレプレ
ナーシップ（起業家精神）”
に不可欠なのは、社会に対

する思いと信念だと、加藤さんは語る。　
　「AIが知識を供給し、ロジックを担う時
代に突入しました。いま起業家に必要なの
は、『正しいプロセスを踏むこと』ではなく
て、『何が正しいのかを問う姿勢』です。世
間では、何でも良いから会社を作り、お金
を儲けることが、起業だと教える向きがあ
る。しかし人や社会を幸せにしない起業に
は、意味がありません。社会で最も恵まれ
ない人たちを利する挑戦が、早稲田発のア
ントレプレナーシップだと思っています」
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早稲田大学では教育、研究、社会貢献の一環として、アントレプレナーシップ※1を備える人材の育成や、　 ベンチャー企業の支援に取り組んでいます。
本特集に登場するのは、起業や事業開発に挑む学生や卒業生。イノベーションが育まれる、キャンパスの　 最前線をお伝えします。※2

早稲田大学の知をベースに展開される、ベンチャー企業の事業・サービスの一部をご紹介します。

井上敦登さん（基幹理工学研究科修了）がCEOを務めるR&D企業。
音響工学を専門とする及川靖広教授（理工学術院）の研究室から誕
生した技術で、音や磁場の可視化サービスを展開している。飛島建
設株式会社と及川研究室の共同開発技術である音響可視化システム
「OTOMIRU®」の社会実装を通じ、騒音対策への貢献を目指す。

岩﨑清隆教授（理工学術院）が創業し、城倉洋二さん（東京女子医科
大学・早稲田大学共同大学院博士課程修了）がCEOを務める医療ベ
ンチャー企業。独自の脱細胞化技術により、膝前十字靭帯を再生す
る組織再生型靭帯を開発中。頻度の高い膝のけがにおいて、アスリー
トの治療などに貢献する。

松山洋一客員研究員（研究院客員准教授）が起業したスタートアップ。
会話AIを使った英会話能力判定システム「LANGX Speaking」は、
早稲田大学などで導入されている。2026年1月には公益財団法人
日本英語検定協会とパートナーシップを締結し、次世代のAI英語教
育について共同研究を推進している。

井上友綱さん（スポーツ科学部卒業）が設立した、運動データの集
計·活用を展開する企業。体力テストのデジタル集計アプリ
「ALPHA」は、全国の小・中・高校生の15%にあたる約180万人が
活用している。企業向けには従業員の体力チェック集計システム
「ALPHA for Biz」を提供し、健康経営や労災予防に貢献する。

Entrepreneurship from Waseda
特集

※1 本特集では「アントレプレナーシップ」の概念ついて、起業家およびそれに類する挑戦者として行動を取り、自ら課題を見出しながら
価値創造に取り組む姿勢と捉えています。※2 特集内に登場する在学生の学年は取材時（2025年度）のものです。

暮らしを変える
大学の知

株式会社INSPIREI CoreTissue BioEngineering株式会社

株式会社エキュメノポリス Pestalozzi Technology株式会社

“工学×XR/AI”で音や磁場を可視化 損傷した膝前十字靭帯を再生

会話AIで英会話学習を支援 体力テストをアプリでデジタル集計

原健人さん（経済学研究科修了）がCEOを務める社会科学発ベン
チャー企業。政治経済学術院の研究成果にもとづいた調査分析手法
「Value Elicitation法」で、ユーザーの価値観を引き出すツールを
提供する。2026年の衆議院議員選挙では日本経済新聞社のボート
マッチに、同社の分析·計算アルゴリズムが採用された。

VETA株式会社

ミスマッチを解消する調査分析手法
I n n o v a t i o n s
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学生起業家が挑む
音声AIソリューションでの
企業課題解決

基幹理工学部３年

山 田 凌 央 さん （写真右）

基幹理工学部4年

小 幡 有 生 さん （写真左）

撮影＝早稲田キャンパス 19-3号館　アントレプレナーシップセンター

企業のコールセンターに向けて
音声AIのソリューションを展開

創業者二人の強みを生かし
アイデアの実装に成功

　大学3年の夏、友人の小幡と株式会社
ことば侍を設立。代表取締役CEOとして、
経営や営業を担当しています。ことば侍
が展開するのは、企業におけるコールセ
ンター業務の人手不足を解決する音声
AIソリューション「Kotoba.AI」です。お
客さまからの問い合わせに対し、AIエー
ジェントが自然な音声で対応します。日
本が抱える深刻な人材不足を自分たちの
技術力で解決したいと開発しました。
　起業に関心を抱いたのは、「GTIE（ジー
タイ）」※のプログラムへの参加がきっか
けです。外国人などの手書き作文をAIで
添削する日本語学校向けDXツールを開
発し、高い評価を獲得。海外研修への派
遣や、ビジネスコンテストでの優勝につ
ながり、自信をつけることができました。
　起業の初期段階ではさまざまな方法で
営業を行い、学生起業家にもチャンスが
広がっていることを実感しました。今後
は事業拡大やソリューションの改良に向
け、さらなる成長を目指します。

 #1 AI Solutions

　ことば侍のCTOとして、開発を担当
しています。Kotoba.AIのような音声AI

は、人間の声の検知、顧客企業ごとのオー
ダー対応など、細かな調整作業が必要で
す。エンジニアとしてKotoba.AIを改良
するのが、私の主な役割になります。
　会議などで頻繁に利用するのが、早稲
田キャンパスの「アントレプレナーシッ
プセンター」です。施設は起業を志す学
生を支援しており、起業家として活躍す
る先輩たちと交流することで、刺激や知
見を得ることもできます。
　私が起業を決めたきっかけは、サーク
ルの新歓活動で山田と意気投合したこと
でした。会社では現在、コミュニケーショ
ンが得意な山田が営業やプレゼン、テク
ノロジーを学ぶ私が開発と、得意分野で
役割を分担しています。互いの意見を尊
重し合いつつ、一人の力では困難も多い
起業の道を二人で歩んでいきたいです。
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※早稲田大学、東京大学、東京科学大学を主幹機関と
する、大学発スタートアップを育てるプラットフォーム。
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全自動ロボット歯ブラシの
大学発スタートアップで
世界進出を目指す

撮影＝早稲田キャンパス 19-3号館　アントレプレナーシップセンター

10年間の研究開発を経て
健康社会に貢献する
プロダクトを展開

　博士課程在学中の2018年に設立した
株式会社Genicsで、CEOとして活動し
ています。当社が目指すのは、全ての人
が健康で豊かに過ごし、より多くの時間
を創造活動に使える社会です。早稲田大
学の研究室時代から注力してきたのが、
ロボット歯ブラシの研究でした。現在、
口にくわえると全自動で歯磨きをしてく
れるロボット「g.eN」を開発し、体の健康
と関わる口腔ケアを支援しています。
　学部時代に米国へ留学し、チャレンジ
精神を身につけた私は、大学院進学後に
「WASEDA-EDGE人材育成プログラム」※

を受講。起業家や投資家をゲストに迎え
る授業に感銘を受け、起業への関心が芽
生えました。同じ頃、JST（科学技術振
興機構）の「大学発新産業創出プログラム
（START）」にロボット分野が立ち上がり、
研究室で情報を紹介されたため、応募し
てみることに。g.eNの前身となる口腔

ケアロボットが採択され、本格的に起業
に乗り出しました。その後はベンチャー
キャピタルの出資を受けながら資金調達
を繰り返し、全自動ロボット歯ブラシの
研究開発をつづけ、現在はクラウドファ
ンディングで支援を受けて量産化を推進
しています。今後は幅広い市場での実用
化に向け、販路を拡大していく方針です。
　起業当時、大学の研究室発のスタート
アップは少ない状況でした。正攻法が確
立されていない中、事業化の各プロセス
でサポートしてくれたのが、早稲田大学
の「アントレプレナーシップセンター」で
す。登記の際は同所を会社所在地にした
ことで、早稲田大学発の技術によるス
タートアップとして信頼を受けることが
できました。また、財務などの専門家に
よるアドバイス、関係者のネットワーキ
ングなどの支援も、大いに役立ちました。
　研究開始から10年の月日を費やしま
したが、早稲田のロボット研究室から生
まれた世界初の技術は、歯科医や介護の
現場から高評価をいただいています。口
腔ケアは人間にとって欠かせません。全
世界のマーケットを視野に入れながら、
“歯磨きの革命”に挑戦していきます。

※文部科学省が実施したグローバルアントレプレナー
育成促進事業の一つで、2014年から3年間実施された。

Robotic Hea lthcare Support  #2 
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大学院先進理工学研究科
博士後期課程
研究指導終了退学

栄 田  源 さん
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ソーシャルビジネスの
ノウハウを育む
サークルでの活動

撮影＝早稲田キャンパス 99号館　WAVOC（平山郁夫記念ボランティアセンター）
 #3 Social Business

文化構想学部1年

藤 本 み の り さん

起業プロジェクトを通じた
社会課題解決で学ぶ
ソーシャルビジネスの方法論

　石川県出身の私は、高校2年生の時に
能登半島地震を経験。大学では能登半島
での活動に携わりたいと、「平山郁夫記念
ボランティアセンター（WAVOC）」のボ
ランティアプロジェクト「ソーシャルビ
ジネス起業プロジェクト」で活動してい
ます。
　ソーシャルビジネス起業プロジェクト
は、ビジネスを通じて社会課題の解決を
目指す団体です。1年生の夏には、団体
の中でチームを作り、「カーボンニュート
ラル実現に向けたアイデアコンペティ
ション」 に参加しました。同イベントは、
東京電力ホールディングス株式会社と早
稲田大学が主催する、キャンパスのカー
ボンニュートラル推進に向けたアクショ
ンを企画するアイデアコンペです。私た
ちは、大学生協の廃棄予定食品を学生会
館でセット販売し、フードロス削減や
CO2排出抑制につなげるアイデアを提案

しました。今のところ実装には至ってい
ませんが、将来的には早稲田の商店街と
も協働し、まち全体でフードロスを減ら
しつつ、学生に対して昼食を低価格で提
供する取り組みに発展させたいです。一
方、マネタイズという視点では不足も多
いため、実装可能なビジネスモデルを模
索していきたいと思います。ソーシャル
ビジネス起業プロジェクトではほかにも、
能登半島で3回活動するなど、地域と連
携した活動に取り組んできました。
　また私は、早稲田大学のアントレプレ
ナーシップセンターが株式会社ボーダレ
ス・ジャパンと連携して提供する「W-SEED 

ソーシャルアントレプレナー育成プログ
ラム」にも参加していました。実際に起
業家として活躍する方を講師に招き、ビ
ジネスモデルの設計、マネタイズの技術
を学んでいくプログラムです。W-SEED

で学んだのは、“助けたい”対象を明確に
すること、一方的な支援で終わらないモ
デルを作ることなど、ソーシャルビジネ
スの基礎でした。今後、コンペでの経験
と身につけたマインドを、団体の活動な
どを通じて、少しずつ実践に移していき
たいです。
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インターンシップで
実践知を身に付け、
農業経営の研究にアプローチ

大学院人間科学研究科１年

関 根 章 斗 さん

撮影＝所沢キャンパス 100号館

研究にビジネスの視点を
取り入れるため
長期インターンシップに参加

　大学院に進学後、農業経済学をフィー
ルドに、中山間地域の農業経営について
研究しています。人手不足などを背景に、
農村では大規模事業者の参入が求められ
つつあります。一方、棚田が広がる中山
間地域のような環境は、大規模経営に不
向きだとされてきました。しかし経済合
理性が通用しない地域も、食料生産の重
要な担い手であり、社会的存在意義は高
いといえます。それらの地域が経営を持
続させるための条件を探るのが、私の研
究テーマです。
　農村に関心を抱いたきっかけは、学部
時代のサークル活動や授業で、農村地域
に滞在したことでした。過疎化をはじめ
とする構造的課題に対し、学生の立場で
解決策を提示するのは困難です。そのた
め私は、ビジネスの手法で課題を解決で
きないかと、農業系のスタートアップで

約1年半の長期インターンシップに参加
しました。
　インターン期間中に担当したのは、農
家の方々との調整役やSNS運営などで
す。創業まもない時期のスタートアップ
で、起業家として活動する社会人に囲ま
れながら仕事ができたことは、私にとっ
て刺激的でした。その後、スタートアッ
プに関心を高めた私は、彼らを支援する
立場も経験したいと、ベンチャーキャピ
タル「早稲田大学ベンチャーズ株式会社
（WUV）」のインターンにも参加。WUVは、
学問の知見や研究成果を社会に実装する
ため、創業投資を行う機関で、私は大学
の研究者の活動調査、事業化に向けた課
題抽出、成長モデルの算出などを担当し、
起業支援の現場で学んでいきました。
　学部時代に授業と並行して参加したこ
れらの経験により、事業化のシビアな視
点を得ることができました。身に付けた
知見を生かしながら、現在は修士論文の
執筆に取り組んでいます。将来は、現場
における農業の視点、ビジネスやファイ
ナンスの視点から、農村地域および日本
社会全体の課題にアプローチしたいです。

Agricult ural Economics  #4 
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誰かの役に立つものづくりへ。
コンテストへの参加で学んだ、
ニーズ起点の開発プロセス

全学オープン科目で
事業開発のマインドを学び
ビジネスの現場で実践

Mechanical EngineeringAssistive Technology

創造理工学部3年

木 棚 麗 香 さん

スポーツ科学部2年

脇  侑 輝 さん

「ものプロ・アドバンスト」に参加し
編み図作成アプリを開発

ビジネス・クリエーションコースを受講し
新規事業の創造力を身につける

　幼い頃からアイデアを形にすることが好きで、創
造理工学部の総合機械工学科に進学。研究室では電
子回路や図面の作成など、ものづくりのさまざまな
技術を学んでいます。
　研究活動の一環として、清水建設株式会社と早稲
田大学が企画する「WASEDAものづくりプログラ
ム・ ADVANCED（ものプロ・アドバンスト）」に参加
しました。同プログラムでは、学生が現実の顧客や
ユーザーの課題を想定し、ソリューションとなるプ
ロダクトを提案・制作します。私は、編み物の設計
図である「編み図」を、ユーザーが自らコンピュー
ター上で作成できるアプリを開発しました。
　このプロダクトに着眼したのは、私自身が編み物
が好きだったからです。編み物では、一般のユーザー
が自由に完成形を想像し、事前に編み図を作成して
いくのは困難です。そこで私は、写真やイラストか
ら3Dデータ上で完成形を作り、そこから自動で編
み図が作成されるアプリを考案しました。
　ものプロ・アドバンストでは、清水建設の社員の
方や早稲田の職員がサポートに入り、技術・資金上
の課題について助言してくれます。社会への実装を
目指し、ニーズのヒアリングなど、顧客調査にも注
力しました。こうしたプロセスで学んだのは、周囲
の声を聞くことの面白さです。今後、好きなものづ
くりを続けていくためにも、誰かに喜んでもらう視
点を大切にしたいと思います。

　入学前から起業に興味があり、全学オープン科目
の中から、「ビジネスモデル仮説検証」を受講。課題
発見に向けたインタビュー、ソリューションの考案、
仮説と検証のサイクルを通じ、事業を立ち上げる力
を磨きました。福祉や運動に関心があった私は最初、
車椅子利用者に向け、AIが旅行プランを生成するソ
リューションを企画。しかし、仮説検証を通じて需
要不足を痛感したため、ストレッチボールを活用し
た尿失禁の予防運動にテーマを変え、授業内で発表
しました。授業の課題としてスタートしたビジネス
モデルですが、私のゴールは社会実装です。すでに
ストレッチボールの提供元企業より承諾をいただい
ており、私が新規顧客へ予防運動を普及する形で、
収益化を目指しています。現在は幅広いターゲット
に周知すべく、SNSマーケティングの戦略を立て
ている段階です。また、受講者の代表として、全国
のリーンローンチパッド学習者が事業構想を競う
「リーンローンチパッド全国大会2026」に出場し、
ピッチにも挑戦しました。
　一連の活動で身についたのは、仮説と検証を繰り
返し、ビジネスの精度を高める力でした。以前は「起
業は難しいこと」というイメージを抱いていました
が、着実なステップを踏めば、必ず実現できると感
じています。卒業後に起業家として活動するため、
在学中は理論の習得や現場での実践を通じ、もっと
能力を高めたいです。

 #6 #5

撮影＝西早稲田キャンパス 59号館撮影＝所沢キャンパス
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労務、特許などのコンサルティングなど、充実した
サポートを受けることができます。金融機関やベン
チャーキャピタル、潜在顧客、卒業生組織である稲
門会などとの連携にも取り組んでおり、ネットワー
クの力で起業準備や事業成長を前進させられるで
しょう。

　アントレプレナーシップセンターでは、研究者に
向けた起業支援も行っています。大学での研究成果
を社会で実装する上で、起業は有効な手段です。そ
のプロセスを支えるべく、ロードマップ作成などを
行う専門の事業化アドバイザーを配置。また、ビジ
ネスモデルを構築する上で欠かせない概念実証
（PoC）のフェーズでは、「早稲田 PoC ファンド プロ
グラム」として研究開発費を提供することで、初期
の仮説検証を支援しています。社会的なインパクト
を備える研究者の活動支援は、教育の質向上にもつ
ながるはずです。
　社会が活性化する上で、スタートアップは重要な
存在です。かつて日本の高度経済成長期には、多く
の起業家が産業の発展をリードしました。成熟社会
を迎えた現代、新たな価値創造や社会変革をもたら
すキーワードはテクノロジーですが、大学は先端技
術を生み出す場でもあります。100年、数百年先の
未来を見据え、研究者たちが活動するキャンパスに
広がるのは、イノベーションの可能性です。こうし
た環境は、アントレプレナーシップの養成に最大限
活用されるべきでしょう。
　早稲田大学には、学生や研究者、ベンチャー企業、
投資家、専門家が交流する土壌が、着々と築かれて
います。アントレプレナーシップセンターは今後、
このエコシステムを拡張すべく、施策の充実化を
図ってまいります。

撮影＝早稲田キャンパス 19-3号館　アントレプレナーシップセンター

早稲田大学でイノベーションを生み出す人材の教育や
ベンチャー企業の育成を担うのが、「アントレプレナーシップセンター」です。
所長を務める石井裕之教授が、同所の方針と取り組み内容について説明します。

アントレプレナーシップセンターの
詳細はこちらからご覧いただけます

早稲田大学の起業支援と　アントレプレナーシップ教育

アントレプレナーシップ
センター
所長
理工学術院教授

石 井 裕 之

全ての学生の成長に資する
アントレプレナーシップ教育プログラム

　アントレプレナーシップセンターの前身となる
「早稲田大学インキュベーション推進プロジェクト」
は、2001年に発足しました。本学はアントレプレ
ナーシップを「困難を乗り越えて、新しい価値を生
み出していく力」と捉えています。この考えを全学
的に育成し、挑戦の一歩を後押しをするのが、アン
トレプレナーシップセンターの役割です。
　学生に向けた取り組みの中心が、アントレプレ
ナーシップを学ぶ教育プログラムです。社会の中で
自分が信じる価値を形にする力は、起業の志望者の
みならず、全ての学生に求められます。その経験を
早い段階で積めるよう、当センターではオープン科
目などを運営する「グローバル・エデュケーション・
センター」 と連携し、2026年度からは全ての学部
生が受講可能な全学副専攻「アントレプレナーシッ
プ」 をスタートさせます。「ビジネスクリエーショ
ン」や「起業マインド」の科目群によって、事業計画
の構想やプロジェクト推進の力を身につけることが
可能になります。
　授業外での学生の成長を支援する課外活動プログ
ラムとして、「WASEDA ギャップファンド・プロ
ジェクト」では、自身のアイデアや技術で事業化を
目指す学生に、試作開発の資金を提供し、仮説検証
の機会を創出しています。 2025年度からは、プロ
ダクト開発に取り組む清水建設株式会社との連携プ
ログラム「WASEDA ものづくりプログラム・ 

ADVANCED」や、社会起業家の誕生を支える株
式会社ボーダレス・ジャパンとの提携による
「W-SEED ソーシャルアントレプレナー育成プログ
ラム」 もスタートし、社会課題を持続可能な形で解
決する人材の育成に取り組んでいます。
　本格的に起業を志す学生は、アントレプレナー
シップセンターに会員登録することで、登記におけ
る住所利用、オフィスとしての活用、法務や税務、

イノベーションを創出する人材を輩出し
社会の発展に貢献する

16 17



WASEDA

理工学術院
教授

中尾洋一

研究者たちの挑戦

遺伝子のスイッチから
食の新たな可能性を切り開く

東京大学大学院農学系研
究科 水産学専攻・博士課程
修了。ハワイ大学化学科・
博士研究員、東京大学大
学院農学生命科学研究科 
助手、講師を歴任。早稲
田大学理工学術院准教授
を経て、2012年より現職。
2021年、早稲田PoCファ
ンドプログラムでの研究
からUssio Lab.株式会社を
創業し、同社の取締役に
就任。

私たちの暮らしにとって、食と健康は欠かせないキーワードです。

海洋生物や発酵食品など、自然に存在するものの“機能”を探求する

中尾洋一教授に、研究が生み出す食品の未来を聞きました。

　自然界に存在する化合物が持つ働きや特性を明らか
にする機能性化学の分野を専門としています。元々は、
海綿や軟体動物、ホヤなどの海洋生物から、薬の素と
なる成分を探す研究を行っていました。早稲田大学に
所属することになり、新しい研究テーマを模索する中
で着目したのが、「食品」の機能性でした。食品の機能
性成分というと、一般的にポリフェノールや脂肪酸、
ビタミンといった成分が「体にいいもの」として注目さ
れます。海洋生物での研究手法を元に、まだ見ぬ新し
い成分を探そうと試みましたが、食品が持つ成分は活
性が弱く速効性も低いため、難航していました。
　その中で鍵になったのは「遺伝子のスイッチ」です。
ES細胞など万能細胞の「遺伝子のスイッチ」をコント
ロールして分化誘導させた細胞を移植することで、失
われた生体機能を回復させる再生医療が、2000年代
から注目を集めるようになりました。また、細胞の分
化誘導だけではなく、がん化・老化などにも「遺伝子ス
イッチ」は影響を与えることが明らかになってきまし
た。そこで、日々摂取する食品の中にもこのスイッチ
を切り替える成分があり、健康維持に影響しているの
ではないかと考えました。

　2014年、農林水産省からの助成を受けた研究プロ
ジェクトを機に、食品の機能性、特に抗ストレスと食
品成分をテーマにした研究を開始しました。幹細胞か
ら神経系を形成するニューロンやアストロサイトを分
化させる過程に特定の食品成分を添加し、その際に起
きる変化を検出することで、健康にいいといわれる発
酵食品、とりわけ味噌に含まれる成分を中心に実験を
進めていきました。その結果、味噌の発酵過程で生成
される物質の中に、うつ病や認知症に関与する「遺伝
子スイッチ」を切り替える成分を発見しました。
　こうした手法をほかの食品にも応用していく中で、

次に注目したのが「塩」です。偶然、瀬戸内海の塩の製
品化を目指している方と知り合い、そのおいしさの秘
密となる成分の分析を担当しました。山口県牛島は、
潮の干満によって一旦海底に浸透した海水が山からの
地下水と混ざりあって海底へと湧き出す、海底湧海水
が豊富です。この湧水から作られる海底湧水塩は、海
水のミネラル成分に加え、山から流れ込んだ有機物や
アミノ酸などの栄養素を多く含みます。そのため、塩
化ナトリウムを約25%カットできるとともに、塩化
ナトリウム99％以上の精製塩に比べてまろやかでほ
んのりとうま味を感じる味わいとなり、カリウムやカ
ルシウム、マグネシウムも多く含まれています。この
研究は、2020年度の「早稲田PoCファンドプログラ
ム」に採択され、2021年には大学発ベンチャー「Ussio 
Lab.株式会社」として事業化を行いました。現在、海
底湧水塩「うっしお」や、それを使った塩焙煎コーヒー、
塩ソフトクリーム（うっしおソフト）などの商品展開を
進め、塩を使っても錆びないコーヒー焙煎機の開発研
究も行っています。こうした偶然の出会いも、社会に
還元される研究の醍醐味だと思います。
　おいしく減塩が可能な食事ができれば、血圧を気に
する人の選択肢が広がります。現在この塩を生かした

「生ハム作り」のプロジェクトを進めています。私たち
が開発した塩と組み合わせて、年齢や健康状況に関わ
らず多くの人が食べられる生ハムを作るのが目標です。

　

　私が研究において大切にしているのは、「楽しむこ
と」です。「美味しいものを食べたい」「これらを組み合
わせたら新しい発見がありそう」という想いが全ての
活動の原動力です。その過程で、大学の研究と社会課
題は自然と結びついていくのだと思います。
　国レベルでスタートアップの推進が進み、研究者の
力が国全体の経済発展に求められています。学生には、
好奇心で始めた研究成果を、社会還元につなげるス
タートアップにも果敢にチャレンジしてほしいですし、
私もそれを応援していきたいと考えています。

遺伝子からのアプローチで
機能性の新しい評価軸を確立

味噌から塩へ
研究の成果から商品を展開 「楽しさ」を原動力に

大学と社会を行き来する
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死とみなす」という点です。脳機能
が全て失われているという事実と、
それを“人の死”とみなすかどうかと
いう価値観は別問題であり、分けて
議論する姿勢が大切だと学びました。
　死生学は私たち全員に関わる分野
です。「生きること」「死にゆくこと」を
考えることは、 “今日をよりよく生き
る”ことにもつながるかもしれません。

です。管理会計はこれまで、主とし
て自社内部をいかに効果的に管理す
るかに焦点を当て、意思決定を支援
する情報やツールを提供してきまし
た。しかし現在では一部機能を外部
委託したり、複数の企業が連携して
事業を進めることが一般化しており、
組織の垣根を越えて支援する情報提
供が重要となっています。私はこう
した環境において、いかなるコント
ロールが企業間の信頼を損なうこと
なく協働を促すのかについて関心を
持っています。

おいしい裏メニューも
味わえるスパゲティ店

日本の大学で唯一の
パントマイムサークル

「パントマイム舞☆夢☆踏（マイムトウ）」

「OTTO（オット）」

面白さへの執念！ 「大人
気ラジオ番組」構成作家

キャンパスライフの情報は、ウェブサイト
『早稲田ウィークリー』で随時チェックできます。

文＝人間科学部 3年　
北村 咲良／山口 羽夏 文＝文化構想学部 2年

佐倉 和

文＝大学院会計研究科 
会計修士（専門職）課程 2年
河野 遥大

取材・文・撮影＝社会科学部 3年
米田 菜々美

Campus Life
Pick Up!

Pick Up!

授業
！

ゼミ？ き方や死に方は選べるのか。
その問いにどう向き合ってい

くかを考える授業が、笹月桃子先生
の「死生学と医療」です。笹月先生は
小児科医として約30年間病院に勤務
しており、医療現場のリアルな事象
を知れることが最大の魅力です。
　講義を通して先生が繰り返し強調
していたのは、「事実」と「価値観」を
区別して考えることでした。印象に
残っているのは、脳死について学ん
だ回です。驚いたのは、日本では「臓
器提供を行う場合に限り脳死を人の

場歩きの際に立ち寄り
やすいスパゲティのお

店。「和風カルボナーラ」を口
に運ぶと、とろけるような甘
さと、だしのやさしいコクが
染み込む…！ 太くてもちも
ちした上質な麺は、絶妙なゆ
で加減も相まってベストな食
感でお勧めです。

ロの大道芸人として活躍す
るハッピィ吉沢さんが在学

中に旗揚げし、現在は年2回の公演
や早稲田祭でのパフォーマンスを
中心に活動しています。大道芸が
好き、演劇経験がある、ダンスに
興味があるなど、さまざまなサー
クル員によって構成されています。

生にもかかわらず、人
気ラジオ番組『オールナ

イトニッポン』の作家入りを
果たした川手潤平さん。テレ
ビ番組のリサーチャーとして
の実力が認められ、また構成
作家への熱意を伝え続けたこ
とで徐々に業界の人脈もでき、
仕事の機会をつかんでいきま
した。

物事に向き合う際の新しい視点を
得て、特にいのちについて、これ
までより少しだけ解像度を上げて
言葉にできるようになりました。

「和風カルボナーラ」930円（税込）。
写真は麺100g

「面白さでは同世代の誰にも負けた
くない」という川手さん

2025年3月に学生会館で行った定期単独公
演「マイムトウLIVE vol.33」

が専攻している管理会計は、
企業の経営者や管理者が意思

決定や組織のコントロールを行うた
めに必要な情報を提供する企業内向
けの会計です。指導教員である目時
壮浩先生は、著書で「理論的には意
思決定を支援する計算技法が高度化
する一方で、現場では驚くほど単純
なツールが使われていることが少な
くない」と指摘されていました。私
はこの言葉に、学問と実務の間にあ
る溝と、そのはざまに潜む管理会計
の本質的な面白さを感じました。管
理会計とは「数字の背後にある人や
組織の意思を理解する学問」なのだ
と気づいたのです。
　私の主な関心領域は、取引先との
関係における“コントロールの問題”

「 生 と 死 」　 答 え の な い 問 い に ど う 向 き 合 う か

例え
ば

脳死
下臓
器提
供

与えられたパッケージのまま、判断しない
パッケージの中を解体し、事実と価値を⾒極め、⾃分で考えてみる

例えば
脳死下臓器提供

すべき・すべきでない

したい・したくない

幸・不幸

正しい事実の認識から始めることが重要

『早稲田ウィークリー』は、早稲田大学学生部が発行する学
生向けウェブマガジンです。授業期間中は毎日更新。学生
生活に役立つ情報など多様なコンテンツを提供しています。
こちらの誌面に登場したトピックスも、ウェブサイトにて
さらに詳しく紹介しています。

※『早稲田ウィークリー』の記事を編集して掲載しています。また、記事内容は掲載時のものです。

早稲田ウィークリー

普段の研究風景

生

私

馬

学

プ

数字の
奥に潜む

現場の意図

死生学と医療

キャンパスライフ

より

【人間科学部設置科目】

取材・文・撮影＝法学部 2年
金井 秀鴻

私の

研究研究
まっしぐら!

「事実」と「価値」を見極める
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最新のニュースは、
早稲田大学
オフィシャルウェブサイトで!

CAMPUS NOW
はウェブサイトでも
ご覧になれます。

本ページで紹介し
たニュースは、早
稲 田 大 学 オフィ
シャルウェブサイト
でご覧いただけま
す。

皆さまのご意見を反映し、より
よい誌面にしていくためにアン
ケートにご協力ください。
申請フォームはこちらのQRコー
ドよりお願いします。

卒業式の様子は
こちらからご覧
いただけます。

入学式の様子は
こちらからご覧
いただけます。

地域交流フォー
ラムHP

早稲田キャンパス
WASEDA Startup Lounge

アントレプレナーシップセンター
の会員企業向けのラウンジ

「 W A S E D A  S t a r t u p 
Lounge」。打ち合わせスペース
や作業ブースを備え、起業家た
ちの共用オフィスとして機能し
ています。イベントも開催され、
学内外の関係者が交流し、新
たなネットワークが育まれます。

 CAMPUS
NOW
早稲田大学広報
No.259
2026/04

特集

Entrepreneurs
hip

from
Waseda

巻頭インタビュー
Rhetoric AI, Inc. 創業者兼CEO

加藤 崇

読者ウェブアンケート

表紙写真

写真提供＝共同通信社

ミラノ · コルティナ2026オリンピック・パラリンピック冬季大会で
在学生 · 卒業生が活躍

　3月25、26日、戸山キャンパスの早稲田アリーナにて、2025
年度学部卒業式、芸術学校卒業式および大学院学位授与式を執り
行い、計10,893名が新たな門出を迎えました。来場者の安全確
保と地域交通への影響を鑑み、式典への参加は卒業生、修了生の
みに限定。保護者の皆さま向けには早稲田キャンパス内に同時中
継会場を設けるとともに、ライブ配信を行いました。式典では、
総代、博士の学位記授与に続き、田中愛治総長より卒業生へ式辞
が送られました。田中総長は、式辞で「皆さんは卒業して社会に
出たら、ご自身がやりたいと思う、遣り甲斐があると感じること
に力を入れてください。（中略）卒業後も、時々は母校に帰ってき
てください。その時には、今よりも輝いている早稲田で、今より
も輝いている皆さんとお会いしましょう」と激励しました。
　4月1、2日には、早稲田アリーナにて2026年度学部・芸術学校・
大学院入学式を執り行いました。2026年4月の学部入学者8,949
名が、早稲田の杜での生活をスタートさせ、大学院入学者の2,983
名が、さらに学問を追究し、学問の発展に貢献していくことを目
指します。田中総長は式辞で「皆さん、早稲田で思う存分、勉強し、
自分のやりたいと思う活動にも力を入れて、充実した学生生活を
送ってください」と激励しました。

　2026年2月にミラノ・コルティナで開催された第25回オリ
ンピック冬季競技大会で、早稲田大学から在学生2名・卒業
生10名が出場しました。スノーボード女子ハーフパイプでは、
小野光希選手（スポーツ科学部4年）が銅メダルを獲得。女子
フィギュアスケートでは、千葉百音選手（人間科学部通信教
育課程）が４位に入賞しました。

　同年3月に開催されたミラノ・コルティナ2026パラリンピッ
ク冬季競技大会では、在学生1名・卒業生1名が出場。村岡桃
佳選手（大学院スポーツ科学研究科）が、アルペンスキー・女
子スーパー大回転（座位）および女子大回転（座位）の2種目で、
銀メダルを獲得。冬季パラリンピックでの個人通算獲得メダ
ル数が11個となり、日本代表選手として最多となりました。

小野光希選手（左）
村岡桃佳選手（右）

卒業式、入学式を挙行
式典の模様はインターネットでライブ配信

＊ご参加には事前申し込みが必要となりますのでご注意ください。

地域交流フォーラムを11会場で開催予定
※保護者等の皆さまへの近況報告

　主に1都3県（東京・埼玉・千葉・神奈川）以外にお住まいの保護者等の皆さ
まを対象とした地域交流フォーラムを開催します。本学における取り組み
をご紹介するほか、学生によるトークセッション、保護者等の方々同士で
の懇談会、職員との個別相談などを実施予定です。企画内容や時間帯など
の詳細はウェブサイトにてご案内しております。

地域

［2026年度　地域交流フォーラム日程・会場一覧］

動画コンテンツで大学の取り組みをご紹介

　　鹿児島	 6/21（日）	 ホテル・レクストン鹿児島
　　 奈良	 6/27（土）	 ホテル リガーレ春日野
　　 新潟	 7/5（日）	 アートホテル新潟駅前
　　 広島	 7/12（日）	 グランドプリンスホテル広島
　　 福岡	 7/25（土）	 福岡ガーデンパレス
　　北海道	 9/6（日）	 ホテルエミシア札幌
　　 愛知	 10/12（月・祝）	 名古屋ガーデンパレス
　　 石川	 10/25（日）	 KKRホテル金沢
　　 宮城	 10/31（土）	 ホテルJALシティ仙台
　　 大阪	 11/15（日）	 新大阪ワシントンホテルプラザ
　　 愛媛	 11/29（日）	 ホテルマイステイズ松山

地域交流フォーラムにてご紹介している大学の取り組み
などを動画コンテンツにまとめています。保護者等の皆
さまより多く寄せられるご質問をまとめたFAQもござ
います。右記QRコードよりご覧ください。

日程 会場

2025年度開催時の様子
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大隈重信が宣言した早稲田大学教旨を受け継ぎ、
本学は、創立150周年を迎える2032年の本学のあるべき姿を思い描き、

2012年に中長期計画 “Waseda Vision 150”を策定しました。 
2018年以降、これをさらに進化させるべく新たなスローガンとして

「世界で輝くWASEDA」を掲げ、施策の検証と改善を繰り返しながら、不断の改革を実行しています。
詳細は下記ウェブサイトをご覧ください。

https://www.waseda.jp/inst/vision150/

Uni. Shop & Café 125
@早稲田キャンパス

大隈記念講堂そばに建つオープンデッキのある早稲田大学オフィシャルグッズショップ＆カフェ
「Uni. Shop & Café 125」。ショップではワセダベアのぬいぐるみやTシャツ、パーカー、マ
グカップなどバラエティ豊かなグッズを取り揃えています。今回WASEDA Labの記事中に
登場した「海底湧水塩 うっしお」や、うっしおを使用した「あげ煎餅」も販売中。キャンパス来
訪の際には、Uni. Shop & Café 125にもぜひお立ち寄りください。

Waseda Vision 150
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